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　 目的　植物界 に 広 く分布 し、各種生薬中、 食物中に も多く含まれ て い るFlavOnoid の 一

種で ある Quercetin　は 、 西野らの 報告 1｝
に よ りマ ウス 皮膚発癌に おけ るPromotionの

過程 を抑制す る こ とが知られ て い る ． しか しなが ら今 目 まで 、 ・ ト由来の 悪性腫瘍細胞 に

対す る影響 に 関す る報告はな か っ た。そ こ で 我 々 は 、 ラ ッ トを用 い た 実験 に よ り経 口摂取

後最 も分布 の 多 い 消化管　 2 ，
の 悪性腫瘍細胞を用い 、Quercetinに よ る細胞 増殖抑制効果を

検討 した 。

　方法　用 い た 細胞は 培養 ヒ ト胃癌細胞株HGC −27。 こ れを初 日に 4 × 104 個を10％仔

牛血清の 入 っ た 培養液 2ml の 入 っ たdishに 植え 5％CO2 の 存在 「に 48時間培養後 、 1〜

70μ M の Quercetinを 加 え 、12、 24、 48時間同条件で培養後にTrypan 　 Blue を用 い て生

細胞 を計算 した 。また同様に 培 養細胞をdishに 植える際、10〜70μM のQuercetinを同時

に添加。

12 ・ 24 ・ 48時間同条件 で 培養後に 5 μCi の 〔
3H

〕thymidineを加え 1時間 、 5％CO 、

存在下 に 培養 し、DNA 合成能に 及ぼす影響を調 べ た 。

　結果　各濃度の Quercetin添加培養細胞は 1μM の 低濃度で も増殖抑制が認め られた。

IC　50 は 約 30μ M で あ り 、 50μM で ほ ぼ細胞増殖は 止 ま り、70μ M で は tl8hr 後に 生細胞数

の 減少 が 見 られ た 。 DNA 合成能に 及ぼす影響は 、70μM の Quercetinを48時間処理 した

もの で は DNA 合成能が コ ン ト P 一ル の 11士 5％まで抑制さ れた 。

　考察　Quercetinは Calmodulin　 antagonist と して 発癌の promotionを抑制す る と考

え ら れ るた め 3 ＼ 癌細胞 増殖 に お けるcell　 cycli に 及 ぼす影響に 興味 が持た れ る 。 現在 、

我 々 は flow　 cytometory を用い て こ の 点に 関 して 検討中である 。

　結論　以上 の 結果 よ り経 口摂取され た 場合最 も多 く分布する消化管の ヒ ト悪性腫蕩細胞

増殖に対 してQuercetinが著明な増殖抑制効果を示す こ と が 明らか とな っ た 。

1）H ・y・k・ Ni・hin・ ，・t ・i．，　Gan ・ ，75， 113−116 ；F・b，ua ，y ， 1984

2 ）Ikuka〕 Ueno，　et　al ．，　 Jε婆）an ．　 J．　E殉p．　Med．，53， 1， 41−5〈），1983

3 ＞Hoyoku　Nishino，　et　al．，　Gann ，74，311−316 ；Aprit，1984

一 69

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


